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石垣島における陸水擾乱の重力への影響とそのモニタリングのための新たな試み
Hydrological disturbances on gravity at Ishigakijima and experiments for their monitor-
ing

名和一成 1∗ ;今西祐一 2 ;伊藤忍 1 ;田中愛幸 2 ;田村良明 3 ;宮川歩夢 1 ;風間卓仁 4 ;宮地竹史 3 ;
奥田隆 5 ;山谷祐介 1 ;池田博 6 ;杉原光彦 1

NAWA, Kazunari1∗ ; IMANISHI, Yuichi 2 ; ITO, Shinobu1 ; TANAKA, Yoshiyuki2 ; TAMURA, Yoshiaki3 ;
MIYAKAWA, Ayumu 1 ; KAZAMA, Takahito4 ; MIYAJI, Takeshi3 ; OKUDA, Takashi5 ; YAMAYA, Yusuke1 ;
IKEDA, Hiroshi6 ; SUGIHARA, Mituhiko1

1 産業技術総合研究所, 2 東京大学地震研究所, 3 国立天文台, 4 京都大学, 5 名古屋大学, 6 筑波大学
1Geological Survey of Japan, AIST,2Earthquake Research Institute, Univ. Tokyo,3National Astronomical Observatory,4Kyoto
University,5Nagoya University,6Tsukuba University

2012年 1月末、国立天文台 VERA石垣島観測局において、八重山諸島の地下で発生する長期的スロースリップの信号
を捉えることを目的として超伝導重力計観測を開始した。これまで、台風による停電などによる短時間の欠測があるも
のの、ほぼ連続的に記録できている。しかし、スロースリップ起源の信号を同定することは容易ではなく、その理由は、
大気・海洋・地下水などが複雑に関連し合って重力に影響していることに加え、大振幅の脈動ノイズが重力計の非線形
応答を引き起こしていると考えられるためである（今西ほか、本大会）。なかでも、陸水擾乱の影響はモデリングが難し
く、観測の成否をにぎる最重要な課題であると認識している。そこで、陸水擾乱の影響を詳しく知るために、新たにプロ
ファイル水分計を設置して深い部分の土壌水分量変化の測定を始め、土壌水分量変化と相関した走時異常検出のための地
震計も複数台導入した。2014年度末には、VERA局周辺の地下構造を知るための反射法地震探査を予定している。超伝
導重力計の運転に関しては、液体ヘリウム充てんのほか、低温機器の保守作業を行った。また、2015年 1月に、VERA
石垣島局で初めて絶対重力計 FG5(#217)による測定を実施したので、超伝導重力計との比較結果についても報告する予
定である。
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